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巻頭のことば

被災地を歩いて

岡田 光

地震直後から毎日のように現地を捗いた. 弁当と水筒を入れたリュッ

クサックにトレ ッキング、ンュ…ズという， いわゆる「嵐災ルックJであ

る. zi索く場所は御日夜わゥた. 焼け野原になった民間地区では， ゴムの

焼ける匂い が立ち込める中で ， 涙があ ふれたが ， 通りの 両側に 倒壊し た
家が続く森南地区の一角では， 悲しさを通りこして， むしようにハラが

たってきた. 折しも予算編成の時期だったが， 大蔵大臣は「予算の組替

えはしない. ODA 予算告閉すこともで、きないJといっていた. 外国には

るが， 被災した回目には揮助しないというのである. 予算だけで

は ない . 今回 ， 政府はあ って もなくても 同 じ であ っ た .

「明日， 視察の者が帰ってきてから対策を講じますJ

これは， 日， せっかく問議告開きながら， 何ひとつ決め

なかっ允とき あι神唱の鳴慨lこっい

がないので， すべては視察に行 った者の報告を聞いてからだという感覚

であろう. 今回のように地元の自治体が機能を失って連絡がとれないと

いう事態は想定していなかったかもしれないが， テレビには倒壊した

いること

な しりのであ る.

ら放映されていたのだから， 想像告絶する

でもわかった つまり

地震のあと， 幹線道路は大渋滞であった. 西宮の同道2号線では同衛

隊の車両も救援物資を積んだトラックも立ち往生していた. 1時聞に百

メ…トノレしか;准まないところもあり， 時間仰によっては大阪から神戸ま

で十時間以上かかったという. 後 1:1， 自衛隊の出動が遅かったことが問

題になったが， 若干のスタートの遅れよりも渋滞の中で、マル一日， 立往

生していたことの方が問題ではなかろうか.



〔構頭のことば〕被災地を書いて

誰が見ても緊急車を通すための強力な交通規制が必要なことは明らか

だったが， 少なくとも数日のあいだ， 有効な瑚制は行われなかった.

にお伺いそ允て ていたからだというが，

れたのは地躍発生から48日の1月20 I:Iからであ る.

こんなことが， どうして地元の判断だけで， できないのか. 災害対策

基本法には， 緊急輸送在確保するために県の公安委員会は一般車の通行

大M

ることができると ð い る. だが， これ

るかどうかは政府が決め的 され るのではなく， こ

るということらしい. 今回， その適用が決まったのは3日目の1月19 I:I 

だったという. そのうえ規制実施にあたっては， 標識の設置など細かい

条件があって容易で、はなかった曲

いところからは 口スト告かけ るJとい

う発想は生まれない. たとえば， ある大手私鉄が災害時に備えて高架橋

を耐震性の高い構造で設計しようとしたところ， 会計検査院の係宵から

「なぜ基準以上のものをつくるのか」といわれて断念せざるをえなかっ

たという剛

このような考え方は供泊だけではないだろう. 今聞のような地躍にも

耐えられるようにするためには構浩強度に余裕がなければならないが，

そのような余裕は過剰品質とみなされ， 某準すれすれのものしか認めら

れなかった. これでは，公共システムが崩壊してしまうのは当然である.

それにしても， 閑班大躍災と同じように，

交通網とうイフラインも崩摘して大量の被災者が避難所にあふれ ると

いうようなことが今ごろになって本当に起こ るとは誰しも思っていなかっ

たであろう. もしかしたらと恐れていたことが全部起こったのであ る.

1220か所から山火して3日間燃え続け， 全戸数の7割を焼失， 1 j風間

たった時点でも約30万人の被災者が各所に雌離した ままであっ1:". J 

これは今度の震災のことではない. 関東大震災の話しである。

出火件数は285件， 避難した人の数は1週間た った時点で約29万人と

されているから，数字はほとんど同じであ る. あまりにもよく似ていて，

おそろしいほ

つまり災害の構越は， ちっとも変わっていないのである.

の犠牲者は14万人で， その大半は火災による死亡だったが，庄死者だけ

でみ ると， 全壊戸数の約1割ていどだったという.
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〔巻頭のことば〕被災地をさ長いて

一方， 今回の地震では6，425人の犠牲者数〈清防庁による1997年l丹17

日現在の数字〉に対して建物の倒壊数は全壊約11万棟(向上)で， このうち

住宅の全壊は約8万1千戸(兵賭県災害対策本部集計〉とされる.

かった集合住宅では樺数と戸数は遣うし， さらには， どの程鹿むものを

全壊といい半壊というのか， 補修可能なものでも全壊として解体された

ケースもあるようだから， 厳諾な数字ではないが， 犠牲者数は全壊戸数

むおおよそ8%になる.

今回と同じような都市の直下型であった福井地震では家屋の倒壊3

5千に対して犠牲者は約3，900人， 鳥取地震では家犀の全壇約7千5

lこ対して， 死者数は約1，000人で島った また三河地震では， 関壊数1

2干に対して犠牲者は約1，900人， 南海地震では倒壊数 1万5干に

対して死者は約上400人である. さらに日本海中部地震では， 倒壊数，

l千G百に対して犠牲者は約100人， 北出道i者西沖地震では割増家信数

2千7百に対して死者は230人というように， 犠牲者の数は倒壊し

屋数の約十分のーという事例が多い.

つまり地震による死者の数は家屈の樹壊戸数の約l割でるι パラツ

キも大きいのでー較的法則とまではいえないが， 今回も同じレベルにあ

るといえよう. 明治以降， 社会環境や生活様式試， ずいぶん変わってい

るにもかかわらず， これまた恐ろしいはどの一致である. ここで明らか

なことは， 議牲者を少なくするためには倒壊率安低くすればよいという

ことである.

ところで， 関東大麗災と今邑!の震災とで大きく違うのは避難場所であ

る. 関東大震災では， 火災に追われて住む家を失った人びとの多くt;t，

上野公閤，浅草公開などの屋外に避難した当時は学校も木造が主格で，

焼けてしまったのであろう. 屋外というのは寝起きするには蟻しいが，

9月だったから寒さの点では， いくちか条件がよかった かもしれない.

それに対して今回の震災では， 主要な避難場所が学校告はじめとする公

共施設寸あった. 建築計両としても新しい機能の発見で畠る， 今後，

校や体育館や市役所の計i両にさいしては， 災害の場合， 避難場所として

利用されることを考えておかねばならない。

設計百料として役立つはずである，

は， そむために必要な

1997年秋 しるす

3 





序章 阪神・淡路大震災の特性

0.1 地震の概要

1995年1丹17 5時46分， 淡路島北部の北緯34.6度， 東経135.0

揮さ16註m

よち， 神戸と洲本で震技sを観註Ijしたiまか， 畳間， 草根， 京都で震鹿5， 大阪，

姫路， 和歌山などで震度4を観測するなど， 東北地方南部か主九州、iにかけてむ

広い範囲で有惑となった(関0.1).

6までしか許制できなかったため， それ以上につい

ては気象庁の現地調査により決定された， 気象庁本庁は17日に2班(計5名)か

らなる地震機動観鶴班を現地に採遣し 大阪管区気望台， 神戸海洋気象台， 徳

議議名:兵庫協調書11地議
発牛日時: 1995年i月17日午前5持46分
地震規慌:マグニチュード7.2

国0.1 兵庫県商路地震における農度分布国
〔国u=r編『半成8年程防災白曹』大議省印属品(1996)告もとに作成〕
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*1 

震度7(撤麓)とは r寄託犀

の倒壊が30%以上iこ及

び， 山崩れ， 地割れ， 欝;

闘などを主主じる程産Jと

されている. なお， 平成

8年藍より嬢震の階続試

改定され， 議盟などの名

格は檀用されていない‘

*2 

国土庁編科￡或g年穀紡
災白書j大麗省印訓賭
(1996). 

6 

区五百

主響市

北区

神戸市

問医

() 5km 

民間!ぶ

留0.2 兵庫県南部地震における盟摂?の分布

〔国土庁編f平成s年経島東白書j大誠君印刷局(1996)をもとに作成)

演i本語{換所とともに地震計の設置， 被害状詔の謁査を行った.

神戸市と淡路島北部の一部地壊で ?本1であることが判明し

fこ(留0.2入

法路畠北部では， こ

ャ
ザ九

よって新たに生じた断層の露頭が認められた.

けては無数の活断層がiたっており， こむう

じたことが確認された，

「平成7年(1995年)兵曹県南部地震Jと命名し， さらに

よりひき起こされた災害の摂棋がとくに大きいことに加

復興施策の推進の際に統一的な名私が必要と考えられることか

気象庁はこ

政府時， こ

「阪神・波路大震災Jと ることを平成7年2 J::j 14日に関議口頭

了承したペ

兵庫県南部地謹比内轄で尭牛aした， いわゆる臨下型地震で為る. とくに，

した樟戸市を含む阪神地域で発生したことから， わが国でこれまで

験したことのな

いう比較的浅い部分で発生L，

った. まfこ， こ 16kmと

6kmにわたり断層が横にず

れることにより起こったもので， 大きなエネルギーが一挙に開放されるタイプ

のものであった. このため， 地震の継続時聞が組い反面， 揺れむ長福が18cm

と したことのななるという このため，

い大災害をひき起こすこととなった.



序章 !坂持・談路大鷹災の特性

0.2 被害の概要

1. 人的被害と家襲被害

わが国におけ -経済的な諸機能が高度iこ集積し， 人口が穂密屯都市吾

あり， 人的被害は， 死者6，308入ぺ

43，177人， いては， 金壊が約10万操， 10万吉千棟にの

ぼった(表0.1). この数字は， 1948年の福井地襲(死者札769人， 魚議者22，203人，

家墨全壊36，184棟〉を大暢に上田弘今世紀の地震災害としては関東大震災(1923

年)に次ぐものとなった.

と く に， した地域においては， 多数の住宅が倒壊し(掴

長田択などでは火災が同時多発した(関0.4). こり地震によるも0.3)， 

表0.1 阪神・談路大震災における

市町村別死者， 負醤者(単位:人〉と住家破宵〈単投:構)

市 町 苑 者 負 傷 者 金 壊 半 壊

神 戸 市 4，484 14，679 61，995 32，114 

尼 崎 市 48 6，641 5，028 26，330 

西 吉 市 1，107 5警386 19.550 16，307 

芦 塁義 市 433 3，175 3，告23 3，557 

伊 丹 市 19 2，693 1，365 7，156 

宝 塚 市 116 2，201 1，341 3，718 

JII西 rlr 2 542 542 2，634 

明 五 市 8 1，884 2，210 4，238 

加古川 市 2 15 

本 市 17 24 92 

洲 本 市 4 44 17 661 

棒 名 町 5 36 603 893 

設 路 町 59 320 675 

北 後 町 39 831 1，016 1，193 
一 宮 間 10 162 778 754 

大 甑 市 16 357 194 2，131 

豊 中 事 8 2，496 657 ι 241 

浩 田 市 159 19 301 

吹 田 市 1 21 10 303 

箕 面 市 63 g 121 

堺 市 50 

大山鯖 町 2 

そ の 砲 。 664 702 1，322 

言十 6，308 43，117 100.302 108，741 

詮)消訪庁調べ
大藤省印瞬局(1996)をもとに作成)

*3 

消防庁は平成8年12月

初比 平成7年12月日

降の兵車県での関連死，

議接売の追加認定により

死者数が6.425人iこ増加

したことを発表した兵

癒践によると， 追加認定

の多くは地震鹿後の3見

場までに死亡地震発生

後の捉乱などから申靖が

遥れたケースが大半とい

う〔毎丹新聞. 1996年

12月27日朝刊によるL

なお， 1997年10丹17

日， 兵藤県警は， 神戸苦
難[xの男性55最が大阪

市内成区内で生専してい

ることが判明と発禁〔毎

日新開， 1997年10月18

日朝刊よちL これによ

り， 震災死者数 は 6 ，424
人になった.
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国0.3 木造住宅の倒壊の様子 間0.5 死者の手産会階層開講或辻

〔明日新聞. 1995�年2}317B(朝刊IJ)より〕

て合
北区

間伊:

間0.4 阪神地毘における出火点の分布(地震発生後からl耳目11までC火災)

〔消時庁「阪神・議路;λ;震災自記録( 1 )j ょうせい(1996)をもとに作成〕

表0.2 死亡場所， 死菌出死者数および構成割合

総数 病院 診察所 その他

死者数〔人]と構成割合〔兇] 人 % 人 % 人 % λ % 

総数 5488 551 10.0 21 10.7 

窒息・圧死 4224 100.告 329 7恥8 16 0.4 : 3415 80.8 I 464 11.0 

;焼死・熱犠 504 100.0 2 0.4 - I 460 91.3 í 42 8.3 

踊・盟部損{基 282 100.0 31 11.0 0.4 213 75.5 37 13.1 

内臓出僅 98 100.0 39 39.8 I 51 52.0 s 8.2 

外傷性ショ ック 68 100.0 29 42.6 1 . 5 33 48.5 8 7.4 

全身挫滅 45 100.0 31 68.9 11 24.4 3 6.7 

控緩症依群 15 100.0 i 14 93.3 6.7 

その的 128 10告.0 51 39.8 3 2.3 61 47.7 13 10.2 

不詳 124 100.0 25 20.2 86 69.4 13 10.5 
一骨一一

白人口動態統計からみたi坂神・竣路大震災による死亡の状削J岸一生省(1996)をもとぷ作成)



援神・談賂大農災の特性rf章

し， 地

全体で焼

大阪府， 京都舟およ

ち290件を超える火災が発よ主した. この火災によ

揖諌数約7，500棟， 焼失面積65万m2以ヒとなった.

このよう屯災害の特撮は 死亡場所e 死四掛 死者数(表0.2) ，こ明確に表れてい

自宅での倒壊による輩怠・圧 死や火災iこよる臨 死・熱傷が 死因の大部分吾

されていの

て，

しめている.

苑者数を年齢関!露日IJ�こみで 60議以上の高齢者が半数以上号占め念品

*4 

ライブライン
Oife line) 

命縦あるいは生命線合意

時もあるが， 陸神a波蕗

太震災によってクローズ

アップされた用語として

のうイフラインl本都市

活動を支え

rtlで， 生活維持lこ不υJ欠

な室長気， ガス参 上水道な

どむ供給システム与を統揺

したものを指す.

ったことが特徴づけられる.

どのうイブラと下水道警

L.長期にわたり

した都市の災害iこ対する鞄弱さ

力。ス，

あっ

ため，

〔匡10.5λ

2， ライフライン施設の被害

大都市を出撃し

イン叫胞設の機能が著しく

き

たTし

〈掴0.6)，

水道は， 兵嘩県， 大霊長府などの9蔚県路市明村合水道施設が被災し， 約123

万戸が断水し九神戸市， 西宮市， 芦開市紅どは抵ぽ全域が断水し， 仮諌旧ま

でに約3か月を揺する水道施設もみられるなど， 長期にわたって応急給水に怯

ライフライすなど，

100 
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しなければならない状況であった.

260(5:46地震発生)
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( b) 力、、スの議!日状j元〔資料:大抜7ゲス〕

くb)供給停I�'.率は， 供給停止戸数が最大になった

I月23日の85万7400戸を100とした催，

(c)市内の給水戸数65万戸のうち， その76.2%

が斬水.

、1zf注

(a) 竜丸の編1[1状況〔変革キ:関空当主主力〕

49755000戸50 

40 
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1� 
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電気， ガス， 7.l<i益の被与!(，と復旧状況
fライフラインの極IBJ， 日経アーキテクチュア，

1995年6片山司号による)
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国0.6

( c)水道の鎚!日状況〔資料:干IJIrÎ 市水道局〕
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1/17， 7:30 

1/18， 8:00 

1/2り， 6:00 

rn1/23. 15 :00 

. 電力供給地区

図0.7 電力の供給停止区域

o Skm �帽幽品回動曲出回目」

〔高田長郎， 上野淳 州:朝U新聞社編『阪神・横路大震災誌・1995年兵庸県南部地震J (1996)による〕

停止決定
l月17日J 1 :30 
1月17日16: IS 

1 17日19:10 
l月17日21 :00 

. 月18

一ーは中!土A路線

図0.8 大阪ガスの供給停止の概要

(肖旧至郎， 上野淳一:朝日新聞社編『阪神・波路大震災誌・1995年兵庫県南部地震J (1996)による〕

図0.9
高地道路高架橋の倒壊の様f晶
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解荷し， ライフライン抱設の中では，

したが(図0.7)， 発災の 6

く 復旧した.

都市ガスは， 大阪ガス(株)管内で約86 したく図0.8入 地中

水道，

のに対して， 長時間の停電に伴う

自体の被害が少なかった

きかったほか， 地中北の点か

ら脆弱な加入者回線が大き た.

3. インフ ラ施設の被害

甫民牛奏活， 都市の!体重・流通活動， さ ら に必要不可欠な交通路，

議湾施設などのインフラ料施設についても， 高梨橋の掛壊， 橋桁の務下，

の沈下などの被害が生L交通機能が著し く 低下した(臨o.的. これにより， 救

助・数急、， 消火， 食料，物資などの調達・配迭などに甚大な影響を与え， 著し

い活動力の低下をひき起こした(図仏10入

鉄道は， J設両日本， 臨急電鉄， 阪神電鉄， ど

13社において不適になるなど大きな被害が発生した. 山陽新幹縮

どの倒壊・搭橋が8か所で発生するなどの被害が発生い 不通となった.

道路は， 地震発生産設， 名神高速道路， 中国自動車道， 阪神高速道蕗，

どで27路線路区間において通行止めとなった.

良神i崩壊持単椋

国0.10 交通施設の主な被害地点

(家村詰和:朝日新開社編『阪神・挟路大震災誌・1995年兵庫県南部地震� (1996)による〕

本5

インフラ
(infrastructure) 
都市構造の碁幹的部分令

指す. 者ß市を構成するさ

まざまな要素のうち， 時

期の経過とともに絶えず

変化してゆく部分と， さ

ほど当主化しない部分とが

ある. この変化しない部

分をインフラストラク

チ品アと称し， 通常， 轄

してインフラという.

兵体的には， 鉄道， 幹

鯨道路， 上下水道， ヱネ

ノレギーの供袷処理ネット

ワ…クなどを指す.

1 1  
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岡0.12 生前関連施設の復旧曲線(問鹿市〉

図0.13 銭湯の複旧曲線(灘区)

図0.11 公立病院の被害の様子

(5階部分が押しつぶされる形で今壊
した神戸市な刊市民病院)

12 

表0.3 ピーク時の避難所数と避難者数(1月23日8時)

避難所数 避難者数
市町名

簡所 % 人 % 
神戸市 585 50.7 227，256 71.5 

肥崎市 92 8.0 8，629 2働7

阪 西宮市 192 16.7 33，863 10.7 

芦屋市 54 4.7 20，970 6.6 

神 伊丹市 70 6関l 7，365 2.3 

宝塚市 65 5.6 11，018 3.5 

川四市 125 1.0 509 0.2 

明石市 25 2.2 1.474 0.5 

加古川市 3 0 . 3 42 0.0 

東 三木市 3 0 . 3 99 0.0 

播 高砂市 2 0.2 19 0.0 

贈 小野rli 0.1 200 0.1 

播肝IHJ l 0.1 3 0.0 

鼎旧庄町 0.1 16 。附O

洲本市 。 0.0 

津名町 9 0.8 342 0.1 

淡路町 4 0.3 128 0.0 
1長 北淡町 13 1.1 3 ， 705 1.2 

一宮町 6 0.5 850 0 . 3 

開 五色町 4 0.3 12 。‘。
胤浦町 10 9 173 0.1 

三三原町 。 0.0 

西淡町 0.1 6 0.0 
“ 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

5十 1，153 100.0 316，378 100.0 
-品一ー ー ・ー ー

〔消防庁『阪神・淡路大農災の記録(2 )jぎょうせい(1996)をもとに作成〕



阪神・淡路大震災における人的被害をみると， 地震の発生時刻が早朝であっ

たため. 死亡開困の日割近くが住宅などの倒捕による配死・盟胤死であった.

うける地域の特性，

節・曜日・気象条件， さらに火災や津波による二次災害の有無など， さまざま

な条件により異なった様相になると 考えられ， 今回の震災がどのように位置づ

けられるかを明確lこする ことは， 今後の地躍対策を講ずる上でも軍事である.

そ こで， こ こでは，

被害の発生場所と先生要因の関係 奇調商・ 分析し， これま

路大震災との比較により， その位置づけと特性を探ってみることにする料. 材

資料収集とその分析は永

江功治の協力のもとに行

4. 公共的建築物の被害
市役所や病院， 消防署などにも倒壊したものがあり(図0.11)， そのほか市場，

オフィスピノレなど れソよ

した. とくに， 小規模な商問， 銭協などは， 古くからの木造建物が多く，

全壊などの大きな被害を受け， 図0.12， 図0.13 に示すように被災の割合も高

く， また復旧速度も遅く， 地域住民の生活に大きな影響を与えた判.

5. 大量の蝿難者の時住
しい被害骨うけたため， 膨大な数の避難者が生じ，

成7年1月23日のピーク時には兵庫県では約31)j 7，000人の被災者が小中学

校， 市役所， 公聞など1，153か所の避難所に収脅された(表0.3). また， 大阪府

においても， ピーク時には 94か所の避難所に約3，300人が収容された. このた

め， あらかじ る ことがでおけでれてい

学校のグラウンド， 公開などでテント告蝦って避難している避難者も数多

く見られた. 兵庫県内に開設された避難所の数は， 地域防災計岡本7で指定を受

けている避難所の2倍以上であった. しかも避難所での避難月二.活は長期化し，

も前例のないものと な っ た.

0.3 阪神・淡路大農災の特徴

一人的被害の発生場所と発生要因の関係から見る-

1 . 欄査・ 分析の方法
した地牒のうち39件を対鍬にして，

日より1か月分の新聞および文献・資料をもとに被害概要および

死者がどのような原因でどの場所に発生したかを調杏し， 死者の発生場所と発

生要因の関係を各地震毎にマトリックスの形式で整理した.

序章 阪神・淡路大震災の特性

本6

実態調査とその分析は中

先閤可により行われた働

時細は次の論文後掛問、さ

れたい.

古村英祐， 柏原士郎， 横
田隆司， 阪田弘一， 中矢

賢司「阪神・浪路大層災
後の商業・医樟施設の複

旧過穏に関する研究J，

日本館構学会・地欄脇枇

叶削研究14(1996).

*7 

地域防災計画

第1章1.4節の2項審問

(p.33-34). 

われた.

13 



表0.4 過去‘砂地援の概要

場襲名 地整担模 タイプ 発生年月5 時間 曜話 死者等/人 家展鱒壊等 家騒焼矢苓 津謹〔披高)

関東 制7.9 語講 1923/9/1 11:58 上 亮・不明14万2千余 全半壊25}j 4千余掠 喪失44万?千余議 。(12m) 

福井 話7.1 内霞 1948/6/28 16:13 本 先 3848 全半壊4万?千余諌 ;隆夫 3851穣 無
長蕗封近 M5.2 内陸 1961/2/2 3:39 木 死 長 全半壊 685棟 9 燕

新議 M7.5 語講 1964/6/16 13:01 大 莞 26 全半壊 8600撞 火災 9件 (4m) 

十勝伸 M7ι 海溝 196告/5/16 9:49 木i死 52 全半壊3千S百余諌 大災鵠幹 o (5m) 

研豆半嘉沖 M6.き 議講 iき74/5/き き:33 本 究 30 全半壊 374t車; 全焼 5件 。(/j、棒読)
宮越県持 担7.4 海轟 1978/6/12 17:14 見 死 28 全半壊7 火災 12件 o (襲被害)
日本語中龍 M7.7 調講 1983/5/26 11:59 木 究 104 全半壊 3千余擁 火災 4許 む(10m諜度)

立場遭P韓関沖 制7.8 海講 1993/7/12 22:17 丹 亮 ・ 不嬰 230 全半壊 約i企部撮 不明 。(10mJ2，{上)

兵顛県南蔀 話7.2 内陸 1995/1/17 5:46 �く 死・不明G千3百余 全芋壊 20万擁J2，{上; 全壊7千余樟 誕

国0.14 嬬井地盤における
人的被持母発ヰモ場所と発生要国

常域県沖撞震における
人的被害の発中場所と発生要因

14 

〔主として国立天文合組f理科年表・1997.]丸善(1996)による〕

国0.15 新揚地震における
人的被害の発生場所と発生堂:陛

問要生売と
る
所
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序章 甑神・淡路大震災の特性

さらに比較的資料が揃い， 群細に検討可能な地震として， 関東大鷲災および

限神・淡路大震災在取ち上げ， その比較を行った.

2. これまでの地震の特性と被害の概要

した地属の特性と被害の概要(一部)を表0.4に示す事 表を見ると， 地震

となる津波， 大災の童三響により多大な被害が出たものや，

泣比較的小さいが被害の大きいもむなど， また発生した時刻・曜日や地謡のタ

イプ(海溝型・内障型〉などの要菌も被害に大きくかかわっていることがわかり，

地震災害の多様な様相がうかがわれる.

: 地盤による人的被害の雅生場所と発生要因の酷謀

と発主主要閣を関0.14か主関0.21判に示す. 新聞記事に

より死者が一人でも確認できれば国中に丸 却が村されている.

人的被害で特設的なものを以下に訴す.

( 1 )揺井地震〈関0.14)， 新潟地震(関0.15)， 官竣蕗沖地震〔関0.16)

これらむ地震は調査した地諜の中で比較的蔀市に近い地域に組こっ

ある. 福井地震では， 列車が3本説糠転覆して多くの死傷者を出している. こ

のような被潜辻今後部市においても十分考えられることで， とくに居間時に土産

れば飛車人数も多いことから被害は多大なものになることが予擬され

る仰 新弱地震では経間に培盟が起こり， ヂパートの買い物客がパニックlこなち

多数のぜが人が出ている. çまた， ピルの窓ガラスが飛び散り道路通行人がけが

をした剛 このように人口が集中している地域の街路， 地下密・映商館・爵場な

と、ではパニックや落下物による被害に注意すべきである. 官竣県沖地理におい

てはブロック躍などの倒壊による被害が多かった. このような被害

時惑や人通りの多い時間帯に地選が記これば多数程こり得る“

( 2)十勝沖地謡(国0.17)， 伊豆半島沖地盤(図立18)

とれ込は崖崩れ， 土砂崩れ的被害が目立った地震である.

崩れによる被害が起こりやすい地域について辻対策が必援である.

(3)号本海中部地震(関0.19)， 北梅道福西沖地麓(図0.20)

これ告は樟設の被害が目立った地震である葡 北、海道i者百沖地麓では，

5分以内で大樟設がきたこと， これほど早く津波がくると

被害にあった， 避難路が渋滞し車ごと援に在らわれたなどの原因で大

きな人的被害につながっている. 津設に関しての対策としては， 正確かっ迅速

な情報・遊離誘導などが重要である.

家9

留に関する捕足説明ー

・落下物:麗内…欝甑

タンス， テレビ，建長，

冷蔵鐸， 金器など.

麗外…石堺， ブロック

塀，外車材，盟ガラス，

看較， 工事現場資材な

ど.

・群衆事故…転部jなどに

よる圧死など.
守二ック…文献中に記

述の事ったものー

・転穣・落下， 蕎突…自

動車・続選での被害接

対象とする.

-水害穆津波…ダムか法

雛し誤7J<になったもの

を合む.
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序章 阪神・淡路大罷jえの特性

(4)長関付近の地震(関0.21)
明
、ー

いても，

である. M5.2という比較的小規模な地震にお

タイプによっては 人的被害が大きくなるものと考え込れる.

4. 関東大麓災と甑神・淡路大難災の比較

都市型地震として代表的なものとし と阪神様談路大震災があげ

られる暑 これらの地震辻約70年の絹たりがあち， 都市化， 博報化， 建築・都市

の耐震化や不強化江どその社会的背景には大きな変化があるが， 表0.5

ように織っかの点で対比的な特徴を有L， 大規模地震によって都甫が被

iまこの二つの震災む分析によってほぼカバーできると考えられる.

難0.5 関東大嵐災と甑神・波路大震災の特性の比較

人的被害の発生場所と発生要閣の関誌は関0.22， 間0.23である.

績をみてみよう.

( i )地震の埠模(マク。ニチ品一ド)は同等であるが I関東J るた

め， 図0.24に示すように広埴的な被害が発生し，

いて剖壊や火災だけでなく崖崩れ警111棒読， 津波などさま

ざまな器類の甚大な被害が生じている剛 一方. 甑神Jは内陸唱で前者iこ比

べて被害聞報は比較的狭く津液は発生しなかった

〈註)発生時間は「関東J

間搭で， このため

う確率的高い時

大火にいたっ

死者や大に追われて河川や池で掘死す ま

G 

5 

議4
3 

しかも趨末であったため， し劇場や鉄

200 

関東地醤 兵庫醸南部地鷲

7 
6 
5 

4iME巡 4 
3 
2 

400 600 800 200 400 

謀離/k.m 距離/km

図0.24 震度と醤掛からの距離の関係

600 

*10 

見地的iこ被害が及ぶ地底
安いう.

800 
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18 

道車両内などさまざまな場所で死傷者が発生している. 一方 I阪神J で

は， 地震発生が早朝であったため， 火器の使用の少ない時間帯であり， 都

く， 究油機関も謝jいているものが少なかったの

半巾の幸いと考えられる. しかし， 乙の時間借は住屑での滞在がピークに

近く， 住宅の倒壊による多数の圧死・窒息死が発生した.

(温)季節は「関東」が夏季 I阪神Jが冬季で， 後者は寒いシーズンであっ

たので， 避難生活など回住に関しでは前者より不利であったが，

あった.

(iv)気象品1'1:に閲しては， 関東Jでは強風が吹き， このことが大火にいたっ

た大きな原因であったが， 一方 I阪神」では， ほぽ無風に近く， 火災の延

艇が比較的少なく， このことも不幸中の幸いに数えられる.

関0.25 .ì&I去のiiß躍(39件)における人的被替の殆生場所と発生蝶悶

以上により， 二つの震災の対比的な特徴が明らかになったが， 最後に， これ

までに示した 3 9の事例の結果をすべて重ね合わせたものを図0.25に示す. こ

れより， 阪神・淡路大関災の発生した時間借などが興なっておればまったく

な

ま

なっていたことが推測され，

した前提条件，

ることがわかる.

る場合lこは， おまざ、
しておくこと

(柏原士郎)




